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審 査 の 結 果 の 要 旨

氏 名 坂 本 雅 之

本 研 究 は高 周 波 領 域 に お ける簡 便 な聴 力 評 価 方 法 を開 発 し , 高 周 波 聴 力 開 催 の

標 準 値 を求 め , 高 周 波 領 域 に おける聴 力 開 催 の 加 齢 変 化 の 規 則 性 を 解 明 する こと,

高 周 波 聴 力 検 査 の 持 つ 制 限 や 限 界 を解 明 すること ･
さらに シス プラチ ン の 投 与 前 後 に

ぉける高 周 波 聴 力 開 催を測 定 し
･
その 変 化 に つ い て の 解 析 を試 み たもの で あり7

下 記 の

結 果を得 て いる .
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高 周 波 聴 力 検 査 を 臨 床 応 用 す る 際 は 外 耳 道 の 共 振 や 刺 激 音 の 低 周 波 雑 普

の 影 響 を 考 慮 す る 必 要 が あ り ,
1 2 k H z 周 囲 お よ び 1 9 k H z 以 上 の 聴 力 開

催 に つ い てをまそ の 評 価 に は 注 意 を 要 す る ･

平 均 聴 力 開 値 と 周 波 数 の 相 国 係 数 が 8 k H z か ら 1 0 k H z ま で の 区 間 ･
1 4 k H z

か ら 1 8 批 ま で の 区 間 の い ず れ に お い て も 0 ･
7 以 上 と 高 い 相 関 を 示 し た

た め 回 痕直線 に よ る 近 似 が 可 能 で あ っ た ･

今 回 新 た に 導 入 さ れ た 回 帰 直 線 を 用 い た 聴 力 閣 僚 の 解 析 は 8 k H z
,

1 4 k H･ z

の 聴 力 開 値 ( 理 論 値) ,
2 つ の 傾 き と い う わ ず か 4 つ の パ ラ メ

ー

タ で 高 周

波 聴 力 開値 の 加 齢 変化 を 表 現す る こ と が で き た ･

シ ス プ ラ チ ン 投 与 に よ り 聴 器 障 害 を 示 し た 症 例 に お い て , 8 k Ⅲz か ら 王O

k H z 間 で の 区 間 に お け る 聴 力 閉 値 は 両 側 と も に 4 0 - 5 0 d B の 上 昇 が 見 ら

れ た .

回 帰 直 線 を 用 い た 解 析 の 結 果 , 高 周 波 聴 力 開 値 は 8 k H z か ら 1 0 k H z の 区

間 に お い て は 3 0 歳 台 以 上 に お い て 年 齢 の 増 加 に 伴 っ て 平 行 に 増 加 し
,
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k H z か ら 1 9 k H z の 区 間 に お い て は 全 年 代 と も 年 齢 の 増 加 に 伴 っ て 平 行 に

増 加 す る こ と が 示 さ れ た ･

6 , 高 周 波 聴 力 閣 僚 の 測 定 を 臨 床 に 応 用 す る 際 ,
ス ク リ ー ニ ン グ の た め の 周

波 数 と し て 1 0 k H z , 1 4 k H z が 適 し て い る と 考 え られ た ･

以 上 , 本 論 文 は 回 帰 直 線を用 い た解 析 方 法 を開 発 し ,
これを応 用 して 高 周 波 聴 力 闇

値 は 1 0 k H z 以 下 で は 3 0 歳 台 以 下 で は 変 化 が 見 られ ず ,
4 0 歳 台 以 上 に お い て 平 行 に

増 加 すること ,
1 4 k = z 以 上 で は 全 年 代とも年 齢 の 増 加 に 伴 っ て 平 行 に 増 加 することを明

らか に した . 本 研 究 は 高 周 波 聴 力 闇 値 の 測 定 が 臨床 に応 用されるため の 重 要 な貢 献を

なすと考 えられ , 学 位 の 授 与 に催するものと考 えられる ･




